
狂

言

概

説

高

野

辰

之

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
引

　
國
語
國
文

の
編
輯
委
貫

か
ら
演
劇
方
面

の
原
稿

を
と
求
め
ら
れ
た
。
四
十
枚

と

い
ふ
の
は
短
く
も
な

い
が
、
此
め
夏

の
休

に
筆
を
執

ら
う
乏
思
づ

て
、
承

知

の
旨

を
答

へ
た
所

が
、
往
年
講
義

し
た
時

の
ノ
ー
ト
が
見

つ
か
ら
な

い
。

三
册
あ
る
筈

の
第

二
册
主
要
部
が
失
せ
て
ゐ
る

の
で
常

惑
し
て
ゐ
た
が
、
山
莊

へ
來
て
見
る
と
、

そ
れ
が
古
書
堆
積
裡
か
ら
轟
て
來
た
。

昭
和
三
年

四
月
に
起
稿

し
た
も

の
で
、

丁
度
十
年

の
昔

に
書

い
た
も
の
で
あ
る
。
私
は
演
劇
史

の

講
述
を
止

め
て
か
ら
、
も
う
滿

三
年
餘

に
な
る
。
講
逑
後
は
成

べ
く
阜
く
活
字
に
し
て
置

か
う
、
記
憶

の
失

せ
な

い
う
ち
が
よ

い
と
考

へ
て
ゐ
た
の
で
あ
る

が
、
逃
げ
切
れ
な
く

て
、
江
戸
文
學
史

に
筆

を
執

リ
ャ

そ
れ
を
了

へ
る
と
、
叉
し
て
竜
役
所
通
ひ

の
身

と
な
つ
て
、

茲

=

一年

に
は
歌
舞
伎

狂
言

に
ま
で
わ

た
る
ノ
ー
ト
全
部
を
公
に
し
て
、
世

に
批

正
を
仰
ぐ
こ
と
が
出
來
さ
う
も
無

い
。

よ

つ
て
此

の
機
會

を
以
て
、
十
年
昔

の
ノ
ー
ト
を
要

約
し
て
責

を
塞
が
せ

て
貰
は
う
と
想

ふ
。
誰
も
知

つ
て
ゐ
さ
う
な
事
志
少

し
は
あ

る
が
、

そ
れ
が
講
述
案

で
あ
れ
ば
、
寛
假

さ
れ
ん

こ
と
遊
祈
る
。
叉
十
年
間

も
ほ
つ
て

置

い
た
'

の
で
あ
れ
ば
、
補
正
す
べ
き

こ
と
を
怠

つ
て
ゐ
ろ
に
相
違

な

い
。
そ
れ
は
新
進

の
諸
君
に
指
摘

し
て

い
た
だ
き

た

い
。

私
は
自
説
を
固
守

せ
ず
、
謙
虚

な
心

持

で
對
應
す
る
こ
と
を
誓

ふ
。
　
　
　

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

一　
　
　

,　
　
　
　
　
　
　

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

,

　

私
は
時

と
紙
幅
と
が
許
す

な
む
、　
一
漑
説
、
.
二
詩
材
、
主
構
造
、
四
演
出

上
の
用
意
、

五
笑
構
成

の
原
理
と
題
し
て
細
詭
し
た

い
の
で
あ
る
。
け
れ
ど
も

笑

の
構
成
は

ペ
ル
グ
ソ

ン
の
笑

の
哲
學

に
よ
つ
て
説

い
た

の
で
あ
れ
ば
、
之
は
省
略

し
、
演
出
上

の
,用
意
は
狂
言
を
數
十
番
見
た
人

で
な
け
れ
ば
、
設

い
て

も
さ
う
深

い
理
會
は
望

め
ま

じ
と
思

つ
て
、
今
囘
は
漑
設

だ
け
に
止
め
た

い
。
　
　
　
　

　

'

〆

　
　

狂

書

概

説

　

　

　
.　

　

　

、　

　

　

　

　

　

　

」
　

　

　

曜　
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一



　
　

狂

言

漑

.説

　

　

　

　

　

　

　

　

　

　

　

　

　

　

　

　

　
　

二

　
　
　
　
　
　
　
　

劇
　
狂

言

の

意

義

　
狂
言
は
電
と
狂
夫
の
言
の
意
で
、
史
記
の
淮
陰
侯
傳
に

「廣
武
君
日
、
狂
夫
之
言
、
聖
人
擇
焉
」
と
あ
る
の
が
最
も
古
く
、
漢
書
以
下

に
は
狂
言
と
熟
字
に
七
て
、
理
に
戻
ゐ
言
の
意
に
用
ひ
て
あ
る
。
我
が
國
に
於
て
廣
く
之
を
用
ぴ
る
に
至
つ
た
の
は
白
樂
天
の
香
山
寺
白

氏
洛
中
集
記
の
語
に
、

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

む　り

　
　

願
以
二今
生
世
俗
文
字
之
業
、
狂
言
綺
語
之
誤
騨飜
爲
二當
來
世
世
讃
佛
乘
之
因
、
轉
法
輪
之
縁
℃

か
ら
出
た
も
の
で
、
早
安
朝
中
季
以
降
の
道
俗
σ
作
れ
る
文
に
漸
く
此
の
語
が
散
見
す
る
。
而
し
て
此
の
語
の
流
布
に
は
朗
詠
の
句
と
し

・

て
用
ぴ
ら
れ
た
こ
と
が
與

つ
て
ゐ
る
と
思
ふ
。
當
初
は
必
す
原
意
で
使
用
さ
れ
た
の
で
あ
ら
う
が
、
後
に
は
地
口
や
洒
落
を
交
へ
て
面
白
.

く
且
つ
可
笑
し
い
言
立
て
を
す
る
こ
と
を
か
う
呼
ぶ
に
至
つ
た
。
次

い
で
そ
れ
が
或
出
來
事
を
模
し
て
所
謂
仕
方
話
を
す
る
に
至
つ
て
、

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
をかし

低
級
な
が
ら
も
劇
の
形
を
爲
す
に
至
つ
た
。
能

の
狂
言
な
る
も
の
は
、
此
の
劇

の
形
式
に
逹
し
て
か
ら
の
も
の
で
、
古
く
は
可
笑
と
も
呼

ば
れ
、
(看
聞
日
記
、氷
享
四
年
十
月
十
日
の
條
)
世
阿
彌
が
能
劇
を
大
成
し
た
頃
に
は
既
に
狂
言
と
呼
ば
れ
て
、
槌
太
夫

と
い
ふ
名
手
も
出
て
ゐ

た
の
で
あ

つ
、た
。
　
　
　
　
　
　
　
　
じ　

・　
　

　
　
　
　

の
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

　
　
　
　
　

　
　
　
　

酸

　
　
　
　
　
　
　
　

二

開

口
猿
樂
と
狂
言

猿
樂
の
こ
と
は
源
不
盛
衰
記
卷
三
の
澄
憲
所
雨
の
條
に
　
　
　
　
　
　

●

　
藍
零
＼



　
　

　

　

　

　
　

　

　

　
　

　

　

　
　

　

　

　
　

　

　

　
　

　

　

　
　

　

　

　

　
　

　

　

　
　

　

　

　
　

　

　

　
　

　

　

　
　

●

　
　

猿
樂

ト
申

ハ
オ
ガ
シ
キ
蛮
掌
ヲ
云

ッ
ぐ
ケ
テ
入

ヲ
笑

ハ
ガ
シ
侍
ゾ

ガ
シ
。

君

ノ
オ
カ
シ
キ
事

ヲ
イ

ハ
セ
ン
ト
テ
、
尼
ガ
子
尼
ガ
子
ト

ハ
ヤ
ナ
セ
給
…
ヘ
バ
、

　
　

澄

宙瑟
猿
…樂

コ
ト
ヲ
申

ニ
テ
侍

ベ
シ
。
其
故

二
⊥甲
々
何
ト
{御
腹

ヲ
立

ラ
ソ
候

フ
ベ
キ
。

と

あ

る

が
如

く

、

滑

稽

な

言

説

に
動

作

を

交

へ
て
人

を

笑

は

し

め

る

の
が
猿

樂

で
あ

つ
た

。

此

の
時

の

こ
と

を
詳

記

す

れ

ば

、
澄

憲

此

の

時
諡

法

が
紳

妙

に
出

來
・た

の
で

、

高

座

を

下

り

る

時

、

院

が
若

き

殿

上
人

四

五
人

に
心

を

合

せ
拍

子

を

打

つ
て
、

ア

マ
ク
ダ

サ

ア

℃
ク
グ

リ

と

は
や

さ

せ
ら

れ

た

。

是

は

尼

が

生

ん

だ
子

と

い

ふ
意

で
あ

る

。

澄

憲

が

少

し

も

周
章

せ
す

、

二

か

ぴ
な

三
か

ひ

な
舞

ひ
翔

つ
て

、・
院

を
始
め
上
下
の
者
が
待

つ
て
ゐ
る
乏
、

澄
憲
が

コ
ニ
百
入
三
百
人
L
と
い
つ
た
。　
殿
上
人
が
叉
ア

マ
ク
ダ
リ
ー

と
拍
す
と
、

澄
憲
が

鹽

コ
ニ
百

人

の
其

の
内

に
女

御

百

人

、

裨

販

公

卿

百

人

、

伊
勢

手
氏

驗

者

百

人

、

皆

亂

行

三

百

人

三

百

人
L

と

い

つ
て
扇

を

ひ
ろ
げ

て

「
皆

人

は

母

が
腹

よ

り

生

る

る

に

、

澄

憲

の
み
ぞ

あ

ま

く

だ

り

け

る
」

と
申

て
走

り

入

つ
た

。

公

卿

殿

上

人

が

上

に

は
笑

つ
た

が

、
腹

の
底

で

は

に

が

に

が

し
く

思

つ
た

。

清

盛
が

之

を
聞

い

て
怒

つ
て

ゐ
た

の
を

重

盛

が

宥

め

る

と

て

言

つ
た

の
が
引

用

し

尢
文

句

で

あ

つ
た

の

で
あ

る
。

さ

て
其

の
言

辭

の
方

が

圭

體

と

な

つ
て

は

、

こ
肌

に
開

口
猿

樂

と
い

ふ
名

が
附

せ
ら

れ

、

略

し

て

は
開

ロ
と

も

い

つ
た
。

叉

言

詮

動

作

の
相

伴

つ
た
竜

の

は
、

い

つ
か

劇

の
構
成

を

爲

す

に
到

つ
て

、
そ

れ

が

狂
言

と
呼

ば

れ

た

。

　

開

口
に

は

元
來

二

つ
の
意

義

が
あ

る
。
　
一
は

口
を
開

き

て

言

を
發

す

る

の
意

、

一
は

口
を

開

き

失

笑

せ

し

め

る

の
意

で
あ

る
。

こ

ゝ
に

い

ふ
開

口
ま

た

は
開

ロ
猿

樂

は
後

者

の
意

で
、

共

に

笑

を
招

來

す

る

の
が
目

的

で
あ

つ
た
と

さ

う
見

て
諡

明

を

續

け

る

で
あ

ら

う
。

彼

の

東

大
寺

要
㎝録

の
延
年

記

事

に
、

　

一
色
衆
磽
V之

振
二
狂
言
綺
語
之

才
藝

一狂
僣
乘
V
興
廻
雪
勘
秀
句
答
辯
之
風
情
　
　
　
　
　
　
　
、　

.

　
　

　
狂

言

漑
、

設

　

广

　
　

、

　

　

　

　

　

　

、

　

　

.

　

　

　

　

!
'

三

　
　

　

　

/　
　
　　
　
　　
　
　
　　
　
　
　　、　
　　
　
　
　
8　
　　
　
　
　　
　
　　
　
　
　　
　
　　
　
　
　　
　
　
　　
　
　
'　
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狂
、
言

概

詭

、

四

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
だ
ふの
べん

と
あ
る
は
開
口
猿
樂

の
謂
で
あ
つ
て
、
廻
雪
は
袖
を
か

へ
す
の
意
で
、
舞

の
こ
'と
、
秀
句
が
開
口
な
の
で
あ
る
。
而
し
て
是
に
は
答
辯
な

る
も
の
の
添
ふ
の
が
例
で
あ

つ
た
。
延
慶
本
不
家
物
語
、
鹿
谷
寄
會

事
の
條
に

「
康
頼
參
テ
當
辯
仕
レ
ト
仰
ア
リ
シ
カ
バ
:
:
」
と
あ
る

が
・
こ
れ
は
大
納
言
成
親
が
り
と
起

つ
て
瓶
子
を
袖
に
か
け
て
倒
し
た
時
の
仰
ぜ
で
み
る
。
當
座
の
辯
で
座
興
に
と
り
な
せ
と
い
ふ
思
召

で
、
後
世
の
茶
番
狂
言
に
は
こ
れ
が
多
い
の
で
あ
る
。
但
當
時
猿
樂
と
呼
ん
だ
の
は
後
の
世
に
い
ふ
亂
舞
が
圭
で
あ
つ
て
、
績
東
大
寺
要

録
、
馨

篇
、
(建
鑾

年
會
式
)に
箋

諾

饗

諾

古

と
あ
つ
て
、
　鵠.立
て
σ
外
に
舞
の
動
作
が
件

つ
て
ゐ
た

こ
と
は
明
か
で
あ
る
。

い
や
動
作
を
缺
炉
て
は
言
辭

の
妙
が
十
分
發
揮
さ
れ
な
か
つ
た
で
あ
ら
う
。
序
に
い
憐
建
暦
二
年
は
順
徳
天
皇
の
御
代
、
法
然
上
人
が
入

寂
の
年
で
、
延
年
舞
が
喜
ば
れ
て
ゐ
た
時
代
で
あ
る
。
勿
論
開

ロ
猿
樂
が
よ
く
行
は
れ
て
ゐ
た
の
で
あ
る
。　
　
　

}

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

ね　
ず
を

　
開

口
猿
樂

の
詞
意
は
今
、
多
武
峰
榊
祗
に
天
文
年
中
に
書
留
め
た
も
の
七
篇
を
藏
し
て
ゐ
る
,
こ
れ
は
念
誦
窟

の
僣
實
禪
が
薪
舊
の
作

を
寫
し
留
め
た
も

の
で
、
其
の
當
時
の
作
も
あ
る
の
で
あ
ら
う
が
、
寺
領
威
力
の
増
大
や
名
聞
利
得
の
こ
と
、
延
命
長
壽
、
武
蓮
長
久
寺

門
安
泰
乃
至
は
榮
花
讃
仰
の
こ
と
を
述
尺

て
ゐ
る
。
其
の
題
名
を
擧
げ
れ
ば
、

　
　
鳥
管
絃
之
事

'

　

幽

碁
之
事

　
　
草
花
相
撲
之
事

　
　
名
水
相
撲
之
事

　
　
名
所
山

々
相
撲
之
事



　
　
名
厂所
松
相
撲
之
事

一
-

-　

-
-　
　

'　
　
　
　
　

「
旨-
--ー

、
.　
　
　
　
　
　
　

'

　
　
歌
人
相
撲
之
事
　

　
　

　
　

　
　

　

　
　

　
　

　
　

　
　

　

　
　

　
　

　
、

だ
が
、
何
れ
も
同
音
異
義

の
利
用
に
成
る
い
ひ
か
け
や
地
口
の
如
き
洒
落
を
能
事
と
す
る
も
の
で
、
之
を
秀
句
と
稱
し
て
喜
ん
だ
の
で
あ

,

る
。
構
想
の
上
に
も
特
に
注
意
す
べ
き
こ
と
は
無
く
一
歌
枕
や
源
氏
物
語
の
卷
の
名
な
ど
を
引
入
れ
た
、
全
く
の
座
興
物
と
見
な
す
べ
を

で
あ
る
。
強
び

て
い
へ
ば
、
古
典
崇
拜
の
時
代
相
の
よ
く
映
し
出
ざ
れ
る
こ
と
が
特
徴
で
、
其

の
地
口
も
洒
落
も
多
く
古
今
集
以
下
の
歌

か
ら
出
て
ゐ
る
。
開

口
に
は
重

汝
し
い
序
が
あ

つ
て
、
初
頭
か
ら
洒
落
を
い
ひ
績
け
た
の
で
は
な
い
。
例

へ
ば
鳥
管
絃

の
如
き
は

　
　
夫
花
鳥
風
月
纛

薮

世
安
樂
之
粍

歌
鍵

壽
之
興
騫

衆
和
合
之
篝

就
v轟

二
嚢

轟

之
悲
願
↓
出
v自
二
本
難

涼
之
糞

レ

生
死

　

　
　

　

　
　

ニ
ロ

ニ

　

　
ノ

ラ

ル

ニ

　

ベ
ス

　

　

煩
惱
之
大
海

幻
誠
佛
法
紹
隆
、
寺

瓧
繁
昌
專
依
ご
繭
徳

一者
歟
。
返

々
難
v有

コ
ソ
存
候

へ　
　
　
　
　
　
　

」引　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

,

と
あ

つ
て
、
い
よ
く

本
領
に
入
つ
て

　

　

コ　
の

　

　

カ

・
ル
殊
勝

ノ
砌

ニ
ハ
、
何
物

力
參

リ
集

リ
、

一
興

ヲ
催

ス
ベ
キ
ト
申

セ
バ
、
イ

ヤ
く

別

ノ
子
細

モ
候

マ
ジ
、
萬

ノ
鳥
ド

モ
ガ
集
リ
、
管
絃
歌

舞
ノ

　

　

遊
興

ヲ
ナ
シ
、
見
參

一一
入

ラ
ソ
ズ
ル
ト
申

ス

ハ
イ
カ

ニ
。
夫

コ
ソ
珍

シ
キ
見
物

ナ

レ
。

イ
ソ
ゲ

ト
ア
リ
シ
カ
バ
、
-青

キ
鳥

ヲ
ッ
カ
'ハ
シ
テ
此

ノ
由
ア

ソ

　

　

マ
ハ
ル
云

々

と
あ

つ
て
、
絡

に
結

と

し

て
　

　

　

　

　

　

　

　

　

　

　

　

　

　

　

　

　

　

　

　

　

　

　

　
.　

　

,

　

　

抑
カ
ヤ
ウ

ニ
萬

ノ
鳥
ド

モ
ガ
參

リ
、
遊
僭

ヲ

ハ
ヤ
ズ
コ
ト

ハ
イ
カ
ナ

ル
事
ゾ

ト
問

ヒ
候

ヘ
パ
、
是

コ
ソ
尤
謂

ハ
ソ
テ
候

へ
。
西

ハ
ッ
ク
ト
リ
ノ
ヅ

ク

シ

　

　

、ノ
果
、
東

ハ
ト
リ
ガ
ナ
ク
東

ノ
奧

マ
デ

モ
、
寺
領

ニ
マ
ヰ

リ
カ
サ
ナ
ラ
ウ
ズ

ル
謂

V
候

の
如

き
も

の
が

必

す

添

つ
て

ゐ

る
。

開

口
は
全

く

一
人

の
所

演

で

」

答
辯

は
他

の

一
人

が

こ
れ

に

相

槌

を
打

つ
も

の
で

あ

つ
た
。

郎

ち

シ

　

　

狂

害

概

設

　

　

　

　

　

、　

　

　

　

ー　

　

　

　

、　

　

　

～

.　

　

　

　

　

,　

翫



　
　

　

狂
響　

曹
口　

皿概
　
　}説
　
　
　
.　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
.、　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

六

テ

と

ア

ド

の
如

き

關

係

が

單

一
に

行

は

れ

て

、

ま

だ

回
答

が
幾

人

か

で

行

は

れ

る

迄

に

は
進

ん

で

ゐ
な

か

つ
た

の
で
あ

る
。

も

う

一
つ
い

　
　

　
　
　
　
　
　
　

　
　
　
　
　
　

　
　
　
　
　
　

　
　
　
　
　
　

　
　
　
　
　
　
　

　
　
　
　
　
　

　
　
　
　
　
　

　
　
　
　
　
　

　
/

ぴ

か

け

や
洒

落

の
あ

た
り

を

示

す

爲

に

、
噺名

所

山

々
相

撲

之

事

を

例

に

と

れ

ば

、
　
　

　

'

　
　

　
　
ヘ
パ

、
　

ヲ

　

ク
ヘ
　

　

ヲ

レ
バ
　

　

ヲ

ル

λ

ノ

ヲ

デ

テ
ハ

ニ

ヒ
　

　

ヲ

幻

二
　

ぺ

　
　

夫
憶

こ當
會
之
興
起

一
:
正
傳
二
顯
密
之
兩
教
{
尋
二
今
夜
之
軌
則
↓
頗
勵
二眞

俗
二
諦

一因
V
之
爲
二
俤
堂

一者
諍
二
瑜
伽
之
隙
驗

軸爲
二
肺
庭
一者
奏
こ
歌
舞
之
逸

　
　

　

ヲ
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　　
　
ニ　
ス
　
　
　
　
　
　
　
ヲ

　
　

曲

一誠
護

法
善
紳
之
信

仰
偏
存
二
如
在
之
儀
↓
返

々
難
有

コ
ソ
覺

へ
候

へ

と

い

ふ
序

が

あ

つ

て
、
次

に

　
　

　
　
　
　
　
　
　

　
　
　
　
　
　

　
　
　
　
　
　

　
　
　
　
　
　

　
　
　
　
　
　
　

　
　

ノ
　　
　
ニ

　
　

　
イ
ヤ
く

別

ノ
義

ア
ル
ベ
カ
ラ
ズ
、
名

所
之
山
く

參

集
リ
候
テ
相
撲

ヲ
取

テ
可
v
奉
v
備
こ
肺
法
樂
一
ト
申

ス
ハ
如
何

一㌃

夫

コ
ソ
誠
事

ノ
高

キ
見
物

ナ

、

丶　
　

ソ
、
サ

ラ
バ
急
ゲ

ト
ア
リ
シ
カ
。ハ
、

ハ
ヤ
待
兼
山

二
候
。

サ
テ
時
刻

ハ
如
何

ニ
ト
問

ヒ
候

ヘ
バ
、
鳥
羽
玉

ノ
倉
橋
山

ハ
オ
ボ

ツ
カ
ナ

シ
只
朝
日
山

ト
申

セ

　
　

バ
、

イ
ヤ
く

夕
陰
山

ヨ
リ
サ
夜

ノ
串
山

ヲ
カ
ケ
テ
ァ
ル
ベ
シ
ト
申

ス
。

サ
テ
篝
火

ハ
夏
山

ヤ
ト
モ
シ
狩

ス
ル
ホ
ク

シ
ノ
松
ヲ
燒

キ
候
、

サ
ラ
バ
サ
カ

　
　

　
ヘ
ヨ
ト
申

セ
バ
、
先
ヅ

セ
イ

ハ
高
間
山

ニ
テ
器
用

ナ
ル
男
山
進

ミ
出
タ
。
軈

テ
遠

山
摺

ノ
衣

ヲ
睨
テ

ア
カ

ハ
ダ

ノ
山

ハ
ヨ
キ
柑

手

二
逢
坂
山

ノ
シ
ヤ
ツ

　
　

　
　
　
　
　
　
　

　
　
　
　
　
　

　
　
　
　
　
　

　
　
　
　
　
　

　
　
　
　
　
　
　

　
　
　
　
　
　

　
　
　
　
　
　

　
　
　
　
　
　

　
　
　
　

の

　
　

　
ト
寄
テ

ト
ラ

ン
ト

ス
ソ
バ
、
耳
無
山

ナ
ソ
バ
、

ト
ッ
テ

ニ
ク

ハ
レ
テ
、
勝
負

ヲ
モ
決

セ
ズ

シ
テ
入
佐

ノ
山

モ
ァ
リ
、

マ
タ
添
ラ
ソ
ジ
ト
テ
足
引

ノ
山

モ

、

　
　

　
ヲ
カ
シ
キ

ニ
、

ハ
ヤ
鳥
羽

ノ
秋

ノ
山

ハ
時
雨

ヲ

モ
マ
タ
デ
カ
ッ
色
見

ヱ
タ
候
。

　
　

抑
加
様

二
・
:
・
:
是

コ
ソ
尤
謂

V
テ
候

へ
。
今
夜
來
臨

ノ
諸
衆

ハ
筑
波
山

ノ
陰

ヨ
リ
モ
茂

キ
肺

ト
君
ト

ノ
惠

二
飽
滿

デ
心

ノ
マ

・
二
榮
坐

ス
ル
謂

V
候

と

あ

る

こ
れ

に
對

し

て
、

答

辯

も

亦

　

　

　

　

　

　

　

　

　

　

　

　

　

　

　

　

　

　

　

　

　

　

　

　

　

　

　

　

　

　

　

　

　

　
一.

　
　

今
夜

ノ
相
撲

ハ
…幾

日
ア
ル
ベ
キ
ゾ

ト
問
候

ヘ
バ

ニ
十
日

ノ
山

ト
申
候
L
、

イ
ヤ
サ

ハ
候

ハ
ジ
三

ッ
笠
山
候
L
今

ノ
相
撲

二
見
物
衆

ハ
ナ
キ
カ

ト
申

セ
バ
、

　
　

鏡
山

ハ
イ
ザ
立

ヨ
リ
テ
見
テ

ユ
カ

ン
ト
申
候

　
　

此
方

ノ
行
司

ノ
功
名
メ
キ
タ
ル

ハ
龜
山
候

　
　

今

ノ
見
物
衆

ノ
人
ヲ
イ
ダ
キ
出
デ

タ
ル
ハ
兒
持
山
候



　

　
　

　

　
　

　
　

　

　
　

　

　
　

　

　
　

　

　
　

　　
　
　
　
　
　
イ
カ
ヅ
チ
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　　

　

　

只
今

ノ
相

撲

ノ
ト
ぐ
メ
キ
漉
テ
威
勢
ヂ

ル

ハ
誰
ゾ

ト
問
候

ヘ
バ
伊
加
土

ト
申
候

　

　
　

　

　
　

　
　

　

　
　

ア
ラ
チ

　

　

今

ノ
カ
ヂ
相
撲

ハ
手
合

モ
有
乳
山
候

　

　
　

　

　
　

　
　

　

　
　

　

　
　

　

　
　

　

ハ
ガ
ヒ

　

　

此
相
撲

ノ
飛
如

ク

ニ
輕

ク
ミ

ェ
タ
ル

ハ
水
鳥

ノ
羽
買
山
候

　

　

加
僅怺
ノ
見
物

ヲ
モ
葛

城
山

ハ
餘
所

ニ
ノ
ミ
ミ
タ
候
'

　

　

相
撲
漸

ハ
テ
候

へ
。ハ
ミ
ナ
く

歸
山
冖候

　

'
抑
加
様

二
:
:
:
是
コ
ソ
尤
謂
レ
テ
候

へ
吾
岑
ハ
名
モ
彌
高
山
ニ
シ
テ
萬
邦
ヨ
リ
仰
ギ
奉
ル
ベ
キ
謂
ソ
候

の
如
く
、
い
ひ
か
け
帥
ち
同
音
異
義
の
言
語
上
の
戲
を
繰
返
し
た
の
で
あ
る
。
此
の
點
か
ら
い
ぺ
ぱ
、
低
級
な
も

の
で
あ
る
が
、
狂
言
劇

の
先
行
者
と
レ
て
注
目
す
べ
き
で
、
狂
言
の
酢
薹

・
舟
ふ
な

・
櫻
諍

・
雁
か
σ
が
ね
の
類
、
開
口
の
系
統
に
立

つ
も
の
も
尠
く
な
い
の
で

あ
る
。

　
狂
言
の
成
立
は
勿
論
古
く
て
鎌
倉
末
の
田
樂
能

の
榮
え
た
頃
に
は
演
ぜ
ら
れ
て
ゐ
た
こ
と
と
思
ふ
。
勸
進
田
樂
の
記
事
を
讀
ん
で
は
か

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

へ

う
判
じ
充
い
の
で
あ
る
。
而
し
て
開

口
と
狂
言
と
は
吉
野
朝
頃
に
は
延
年
の
中
に
兩
立
し
て
ゐ
た
。
觀
應
三
年
周
防
國
仁
不
寺
本
堂
供
養

日
記
中
の
延
年
次
第
を
見
る
と
、
開
口
は
法
興
寺
の
禪
智
坊

一
人
で
、
答
辯
ば
六
人
で
行
つ
て
ゐ
る
。
觀
應
三
年
は
吉
野
朝
の
正
不
三
年

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

つら
ね

で
、
延
年
と
し
て
は
決
し
て
古
い
記
録
で
は
無
い
の
で
あ
る
が
・そ
れ
に
は
開
口
の
次
に
若
膏
が
あ
り
、花
の
連
事
が
あ
つ
て
、
其

の
次
に

　
　
十
一
番
狂
言
　
山
臥
設
法
　
人
數
別
紙
有
之

と
あ
つ
て
、
狂
言
の
古
文
獻
と
し
て
重
ん
す
べ
き
も
の
が
延
年
次
第

の
中
に
見
出
ざ
れ
る
の
で
あ
る
。
・私
は
正
不
頃
は
開
口
が
最
早
古
風

の
も
の
で
、
當
世
樣
の
も

の
を
狂
言
と
稱
し
た
の
で
あ
る
と
考

へ
る
。
山
伏
狂
言
は
今
傳

つ
て
ゐ
る
も
の
は
、

　
　

狂
自
言

漑

.詭

　

　
　
・
　

　

　

　

、
　

　

　

　

、
、
　

　

　

　

　

　

、
七

　
　
、
　

　

-



　
　
　
狂

嘗
,
概

設

　

　

　

　

　

　

　
　

,

八

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

く
さ
びら
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
つと
ふ

　
　

梯
山
伏

蟹
山
伏

棗

　
茵

山
伏

腰
所

禰
宜
山
伏

蝸
牛

犬
山
伏

苞
山
伏

　

　
,

の
九
つ
ぐ
ら
ゐ
で
あ
る
が
、
此
の
中
の
ど
れ
か
が
山
臥
読
法
で
あ
ら
う
と
思
ふ
つ
山
伏
は
其

の
名
の
如
く
野
に
臥
し
山
に
寢
ね
、
役
の
行
,

者
の
後
を
つ
ぎ
、
法
力
の
あ
ら
た
か
な
る
を
以
て
崇
め
ら
れ
た
の
で
あ
る
が
、
狂
言
に
は
あ
る
べ
き
筈

の
法
力

の
無
い
者
を
材
と
し
て
ゐ

一る
。
應
永
の
末
に
出
た
桂
川
地
藏
記
に
祭

の
山
車
を
敍
し
て
、
其
の
中
に
、　
　
　

、

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

テ

　
　

或
有
下沈
狂
山
臥
傾
二傘
於
京
師
鱒來
剩
儲
ホ水
(太
)昌
之
新
妻
乱兮

と
あ
つ
て
、
鎌
倉
以
降
に
は
非
力
無
驗
の
山
臥
が
多
か
つ
た
の
で
あ
る
。
衣
體
法
具
は
如
何
に
異

つ
て
ゐ
て
も
、
山
臥
は
密
歡
の

一
部
を

修
す
る
も
の
で
、
無
明
煩
惱

の
敵
を
降
伏
さ
せ
る
筈
で
あ
つ
た
が
、
却
つ
て
其
の
犬
と
な
る
者
が
多
い
の
が
當
代
の
樣
で
あ

つ
た
。
全
く

生

の
不
安
定
か
ら
脱
出
せ
ん
が
爲
で
、
山
臥
狂
言
の
起
首
に

「
貝
を
も
持
た
ぬ
山
伏
が
道

々
う
そ
を
吹
か
う
よ
」

で
宀
嘯
な
ら
よ
い
が
、

虚
言
を
吹
い
た
の
℃
あ
る
。
「
行
力
さ
へ
叶

へ
ば
室
を
飛
ぶ
鳥
も
所
り
落
す
」
の
で
あ
る
が
、
其

の
行
力
が
叶
は
ず
國
廻
り
の
伊
勢

の
お
師

や
凡
僣
に
負
け
て
し
ま
ふ
や
う
な
山
臥
ば
か
り
が
材
料
に
供
さ
れ
て
ゐ
る
。
此
の
手
合

の
説
法
で
あ
る
。
狂
言

の
蟹
山
伏
に
〆

　
　

そ
れ
山
伏
と
い
つ
ば
山
に
寢
起
を
す
る
故
に
山
仇
と
申
す
。
頭
巾
と
申
す
は
布
切
れ
少
し
を
眞
黒
に
染
め
・
ひ
だ
を
取
つ
て
頂
く
に
よ
つ
て
頭
巾
な
り
軌

　
　

又
此
の
數
珠
は
い
ら
た
か
で
は
無
う
て
、
む
さ
と
し
た
る
數
珠
玉
つ
な
ぎ
苛
高
と
名
つ
く
。
か
ほ
ど
鯨
き
山
臥
が
一
所
り
所
る
な
ら
、
な
ど
か
奇
特
の

　

　

無

か
る
べ
き
。
ボ

ロ
ボ

ン
く

ソ
＼

。

い
ろ
は
に
ほ

へ
と
ボ

ロ
ボ

ソ
く

く

・
;
・
:
如
何
に
惡
心

の
深

い
蟹
な
り
と
も
、
明
王

の
さ

つ
く
に
か
け
、

　

　
　
所

る
な
ら
、
な

ど
か
奇
特

の
無
か

る
べ
き
ボ

ロ
ボ

ン
く

く

、
橋

の
下

の
菖
蒲

は
ボ

ロ
ボ

ン
く

誰
が
植

ゑ
た
菖
蒲

ぞ
ボ

ロ
ボ

ソ
く

く

。

と
あ
る
の
は
、
智
能
を
低
め
て
敍
し
て
は
あ
る
が
、
此
の
程
度

の
山
臥
が
相
當
に
あ

つ
た
の
で
あ
る
。
恐
ら
く
か
か
る
読
法
で
あ
つ
た
の

で
あ
ら
う
。



三
　
間
狂
言
と
獨
立
狂
言

　
狂
言
方
は
能
役
者
よ
り
も
菲
薄
な
待
遇
を
受
け
、
樂
屋
に
於
て
も

最
も
端
近
な
室
に
置
か
れ
る
。

江
戸
時
代
に
於
て
も

現
今
に
於
て

も
、
是
が
例
規
で
あ
る
。
室
町
時
代
に
於
て
も
さ
う
で
あ

つ
た
ら
う
と
思
ふ
。
而
し
て
狂
言
が
能

一
番
の
中
に
加

は
つ
て
、
出
る
こ
と
は

あ
つ
て
も
、
狂
言
方
は
從
者
・船
頭
・
里
人
の
如
き
端
役
を
勤
め
る
に
過
ぎ
す
、
能
の
シ
テ
の
出
に
先
立
つ
て
、
ロ
あ
け
を
な
し
、
時
に
ワ

キ
に
野
し
て
名
所
の
由
來
を
語
り
、
中
入
の
間
に
於
て
は
や
ゝ
長
時
闇
を
費
し
て
祗
寺
の
縁
起
等
を
語
る
が
、
こ
れ
も
狂
言
を
重
覗
す
る

爲
で
な
く
、
後

シ
テ
の
扮
裝
中
、
舞
臺
に
ア
ナ
を
明
け
ま
い
爲
の
手
段
と
し
て
語
ら
し
め
る
の
で
あ
る
。
す
べ
て
此
の
能

一
番
の
中
に
加

　
　
　
　
　
　
　
　
あ
ひ
きや
う

は
つ
て
演
す
る
の
を
間
狂
言
と
呼
ぷ
は
世
の
熟
知
せ
る
如
く
で
あ
る
。
間
狂
言
忙
は
長
短
さ
ま
ん
丶

の
語
り
が
あ
る
が
、
長
い
も
の
に
は

紅
葉
狩
q
寶
劔
の
由
來
を
語
る
も
の
の
如
き
神

汝
し
い
も
の
が
あ
る
。

　
　
　
　
　
　

/

　
狂
言
は
叉
能
と
能
と
の
間
に
挾
ん
で
能
五
番
に
狂
言
四
番
と
い
ふ
が
如
く
に
次
第
さ
れ
る
の
が
古
く
か
ら
の
慣
例
で
あ
る

(寛
正
五
年

糺
河
原
勸
進
能
番
組
)
而
し
て
こ
れ
に
は
能
と
は
何

の
關
係
も
無

い
獨
立
し
た
も
の
で
、
劇
の
三
部
を
爲
す
發
端
と
展
開
と
結
尾
と
を
有

す
る
も
の
も
演
ぜ
ら
れ
た
。
我
等
が
普
通
狂
言
と
稱
す
る
は
此
の
一
類
を
指
す
の
で
あ
つ
て
、
價
値
は
多
く
こ
れ

の
上
に
存
す
る
の
で
あ

る
。
　

　

　

　

　

　

　

　

　

　

・
　

.
　

.
　

●
　

「¢
セ

　
間
狂
言
と
獨
立
狂
言
と
の
先
後
に
關
し
て
は
猿
樂
傳
記
に
之
を
萬
歳
め
袋
持
に
比
し
、
を
か
し
み
を
勤
め
る
が
圭
で
、
當
初
は
能
の
内

の
答
を
な
し
、
中
入
の
時
間
の
延
引
を
結
ぶ
の
が
職
分
で
あ
つ
た
が
、
そ
れ
だ
け
で
は
見
だ
て
が
無
い
の
で
、
今

の
當
辭
を
作
り
出
し
た

　
　

狂

言

漑

親

　
　
,
　

　

　

　

　

　

　
　

,

:

　

　

・
　

　

戛

　
「
℃
九

、



〆

　
　

狂

言

漑

説
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
・　
　
　
　
　

,　
　
　
　

一
〇

と
あ
る
の
は
恐
ら
く
當
を
得
た
言
で
あ
ら
う
。
更
に
こ
れ
に
推
測
を
加

へ
れ
ば
、能

の
座

の
成
立
當
時
に
於
て
、
其

の
座
の
當
圭
が
シ
テ
に

扮
し
、
近
親

一
族
門
人
等
の
中
の
然
る
べ
き
も
の
が
ワ
キ
と
な
り
ツ
ソ
と
な

つ
て
演
す
る
の
が
常
例
で
あ

つ
た
で
あ
ら
う
。
而
し
て
從
者

船
頭
里
人

の
如
き
端
役
に
封
し
て
は
召
仕

の
下
僕
又
は
臨
…時
に
雇
入
れ
た
里
人
に
當
ら
せ
た
こ
と
で
あ
ら
う
。
猿

樂
な
る
も
の
は
元
來
滑

稽
味

の
上
に
立

つ
も
の
で
あ
つ
た
が
、
古
典
的
上
世
味
を
ね
ら
ふ
に
至
つ
て
、
世
俗
的
當
代
味
を
輕
ん
じ
、
其
の
.輕
ん
ぜ
ら
れ
た
も
の
が

獨
立
し
て
狂
言
と
な
つ
た
の
で
あ
る
。
恐
ら
く
は
間
狂
言
が
先
で
、
中
入
の
間
を
つ
な
ぐ
も
の
が
、
更
に
充
實
し
て
能

一
番
と
能

一
番
と

の
間
に
分
け
入
つ
て
立
派
に
地
歩
を
占
め
た
の
が
狂
言
で
あ
る
に
相
違
な
い
。
隨
て
狂
言
な
る
も

の
は
猿
樂
の
眞
面
目
を
傳

へ
る
も
の
で

あ
つ
て
濁
其

の
發
達
は
能
よ
り
も
遙
か
に
後
れ
た
も

の
と
し
て
考

へ
る
。
輕
ん
ぜ
ら
れ
た
だ
け
に
、
變
改
の
上
に
も
創
作
の
上
に
も
自
由

が
與

へ
ら
れ
て
ゐ
た
の
で
、
却
つ
て
進
歩
と
改
善
に
は
好
都
合
で
あ

つ
た
と
想
ふ
。
但
此
の
先
後
觀
は
信
を
措
く

べ
き
文
獻

の
上
に
立

つ

て
論
す
べ
き
で
、
古
記
録
の
出
現
が
、
此
の
考
に
鞨
し
て
考

へ
直
し
を
彊
要
し
な
い
と
も
限
ら
な
い
。
　

・　
　
　
　
　
　
　
　

.

　
　
　
　
　
　
　
　

四
　
狂
言
の
作
者

附
刊
行
本

　
狂
言
の
テ
キ
ズ
ト
の
今
傳
つ
て
ゐ
る
も
の
は
三
百
五
十
番
程
み

つ
て
實
演
し
得
る
も
の
は
大
藏
流
で
も
和
泉
流
で
も
ざ
つ
と
二
百
番
あ

る
と
い
ふ
。
餘
り
卑
野
に
失
す
る
も
の
、
時
に
憚
る
弋
き
筋
の
も
の
を
廢
曲
と
し
て
省

い
て
か
う
な
る
の
で
あ
る
。
而
し
て
作
者
に
關
し

て
.は

一
向
傳
は
つ
て
ゐ
な
い
。
唯
僅
か
に
續
視
聽
草
の
觀
樂
入
由
緒
書
だ
け
が
左
の
如
く
擧
げ
て
ゐ
る
。

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
は
らた
てず
　
　　
　
　　
　
　　
　
　　
　
　　
　
　　
　
　　
　
　
　　
ふせ
な
いきや
う

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
な
べや
つばち

　
　

夫
廣
が
り
　
宗
論
　
寶
の
槌
　
腹
不
立
　
幅
め
紳
　
佛
師
　
惠
比
須
毘
沙
門
　
布
施
無
經
　
松
脂
　
名
取
川
　
鍋
八
撥
　
花
折
　
煎
じ
物
　
庖
丁
聟



　

　

　

　

　

　

　

　

　

　

　

　

　

　

　

　

　

　

　

　

　

　

　

　
　　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　　
　
　
　
　
　
　　

　ト
　
　　
　　
　
　
ち
ぐ
し
の
お
く

-惡
坊

-引
敷
聟

素
鑿
洛
-霙

ー
脱
殻
.,
節
分

-
八
幡
の
前
　
朝
比
奈
　
二
人
袴

鬮
罪
人
　
餅
酒
　
連
歌
盜
人
　
筑
紫
奧

茶
壷
　
三
人
か
た

　
　
　
　
　
　
　

し
ん
ば
い

わ
　
昆
布

か
き
　
心
奪
　
唐
相
撲
　
閑
あ

み
　
入
間
川

`
塗
師
　
今
參

リ
　

法
師
が
母
　
秀
句
傘
　
枕
物
狂
　
雁
盜
人
　
犬
山
伏
　
墨
塗
　
梟
　
萩
大

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
嚊、く
や
う
し
ど
う
は
う
が
く
　
　ゐ
く
い
　
　ぶ
ん
ざ
う
　
　
　
　
　
　
　
　よ
ね
い
ち
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　ひ
げ
や
ぐ
ら

名

柿
山
伏
　
靱

猿
　
二
千
石
　
富

士
松
　
伯
陽

　
止
動
方
角
　
居

杭
　
文
藏
　

八
句
蓮
歌
　
米
市

蓮
歌
毘
沙
門
　
釣
狐
　
比

丘
貞
　
鬢
櫓

　
花

子

　
　

右
五
十
九
番
玄
惠

法
師
作
之
由

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

　
　
　
　
　
　
　
　
　

せ
い
ら
い

麻

生
　
八
尾
　
三
本
柱

　
首
引
　
鎧
　
鬼

の
繼

子
　
惠
比
須
大
黒
　
雷

.牛
馬
　
政
頼
　
雁
か
り
が
ね
　
清
水
　
水
掛
聟
　
晋
曲
聟
　
禰
宜
山
伏
　
難

'

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

　
　
　
　
わ
か
　
　
　
　

,　
　
　

,　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

う
れ
ん

聟
　
蟹
山
伏
　
粟

田
口
　

腰
所
　
文
相
撲
　
老
武
者

蚊
相
撲
　
若
市
　
禁
野
　
通
圓

鬼
瓦
　
砧
善
　
蛸
　
栗
燒
　

薩
摩
守
　

舟

ふ
な
　

呂
蓮

け
い
り
う
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　そ
ら
う
で
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
し
び
り

難
流
　

こ
ひ
ご
ゑ
　
か
ね

の
音
　
金
津
地
藏
　
筌
腕
　
地
藏
舞

　
鞍
馬
參
　
鈍
太
郎
　

い
ろ
は
　
ど
ぶ
か
ち
り
　
痺
　

猿
座
頭
　
狐

つ
り
　

不
聞
座
頭

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

ナ
は
じ
か
み
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
ふ
み
や
ゑ
だ
ち

千
鳥

　
伯
母
が
酒
　
棒
縛
　
右
近
左
近
　

口
眞
似

　
こ
も

り
　
鱸
庖

丁

宗

八
　
磁
石
　
乳
切
木

酢

養
　

鏡
男
　
合
柿

因
幡
堂

　
文
山
賊

伊

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

ぶ
　
ナ

文
字
　
御
茶

の
水
　

子
盜
人
　
長
光
　
瓜
盜
人
　
附
子
　
土
筆
　
か
く
れ
笠
　

や
せ
松
　
人
馬
　
雁

つ
ぶ
て
　

竹

生
島
參
　

二
人
大
名
　

昆
布
賣

ぶ
あ
く
　
　
　
　
　
ト　
　
　

さ
つ
く
わ

・
武
惡
　
膏
藥
煉
　
擦
過

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

を　　
ノ

　
　

右
七
十
八
番
金
春
四
郎
茨
郎

・
宇
治
彌
太
郎

二
代
之
内
作
候

由

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

　
　
　

つ
と
う
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　た
ち
ば
ひ
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
ひ
つ
く
く
り

目
近
　
大
黒
蓮
歌
　

三
人
夫
　
舟
渡
聟
　
賽

の
目
　
鼻
取
相
撲
　
苞
　
花
諍
　
案
山
子
　
太
刀
奪
　
骨
皮
　
惡
太
郎
　
隱
ば

ゝ
　

引
括
　
河
原
太
郎

横
座

盆
山

竹

の
子
　
含
弟

胸
突
　
成
上
り
　
あ
か
が
り
　
繩
な
ひ

　
　

　
　

　
　

　
　

　
　

　
　

　
　

　
　

　
、

　
　

右

二
十
三
番
作
者
不
二
相
知
一

玄
惠
は
庭
訓
徃
來
の
著
者
で
、
元
應
元
享
の
頃
す
で
に
宋
儒

の
説
に
よ
つ
て
四
書
を
講
じ
、
太
卆
記
の
著
者
に
も
擬
せ
ら
れ
た
人
、
正
干

五
年
八
+
三
撃

入
寂
し
た
の
で
あ
れ
ば
・
能
貧

成
貍

遡
る
こ
と
尠
く
と
も
夫

+
年
甦

學

る
・
亠ハ
+
番
近
く
の
狂
言
が
此
の

人
の
筆
に
成
つ
た
と
い
ふ
の
は
ち
と
信
を
措
き
難
い
。

　
　
、
狂
`
言
　
漑
　
詭

世
阿
彌
の
習
道
書
に

「昔

の
槌
太
夫
の
狂
言

:
:
」

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

一
と

あ

れ

ば

、

一　

　

　

　

　

＼

玄
惠
時
代
に
已



〆

、

　

昌
・狂

言

概

説
、　

　

　

　

　

　

　

　

　

　

　

」　

　

'

＼
,　

・　

・　

　

、　

」
二

に
既
に
狂
言
の
.あ
つ
た
こ
と
は
爭

へ
な
い
が
、
幾
度
か
の
修
正
を
經
た
爲
で
も
あ
ら
う
が
、
今
傳

へ
る
詞
章
が
す

つ
と
降

つ
て
の
世
の
物

と
認
め
ら
れ
て
馬
他
に
傍
證
の
な
い
限
り
は
玄
惠
の
作
と
い
ふ
は
假
托
の
言
と
認
め
ら
れ
て
も
止
む
を
得
ま
い
。

　
金
春
四
郎
次
郎
は
金
春
氏
信

(禪
竹
、
世
阿
彌
の
壻
、
應
仁
二
年
歿
)
の
子
で
、、
狂
言
大
藏
流

の
始
祗
で
あ
る
。
歿
時
享
年
共
に
不
明
で
あ
、

る
が
、
氏
信

の
歿
時
の
享
年
が
六
十
…幾
歳
と
い
ふ
よ
り
推
測
し
て
長
祿
寛
正
か
ら
應
仁
文
明
を
此
の
人
の
盛
時
と
見
る
べ
き
で
あ
ら
ケ
。

今
傳
ふ
る
狂
言
は
此
の
時
代
よ
り
文
祿
慶
長
の
頃
に
か
け
て
徐

々
に
作
り
出
さ
れ
た
も

の
と
し
て
考

へ
た
い
物
多
く
、
金
春
四
郎
次
郎
や

宇
治
彌
太
郎
等
の
手
に
成

つ
た
鳩

の
は
事
實
此
の
所
傳
の
如
く
で
あ
り
、
又
此
の
人
等
に
大
成
さ
れ
た
と
し
て
竜
、
そ
れ
ば
世
阿
彌
に
ょ

つ
て
能
が
大
成
さ
れ
π
時
と
相
去
ら
ぬ
も

の
で
あ
ら
う
。
而
し
て
そ
れ
も
四
郎
次
郎
等

一入

の
案
出
に
な
る
も
の
は
尠
く
、
樂
屋
内
の
合

議

0
下
に
生
れ
た
も
の
も
あ
る
べ
く
、
古
笑
話
の
改
作
も
あ
り
、
當
時
の
座
興
譚
笑
話
を
採
用
し
た
も
の
も
あ

つ
て
、
そ
れ
で
作
者
が
發

表
さ
れ
な
か
つ
た
の
で
は
な
い
が
と
も
思
ふ
。

　
序
を
以
て
狂
言
の
刊
本
及
び
寫
本
に
觸
れ
て
述
べ
る
で
あ
ら
う
。
狂
言
の
詞
章
の
整
理
は
幾
度
も
行
は
れ
た
こ
と
で
あ
る
べ
ぺ
、
集
を

作
る
に
し
て
も
實
演
法
を
示
し
た
も
の
は
極
め
て
尠
く
、
殊
に
維
新
前
に
は
之
を
祕
す
る
必
要
も
あ

つ
た
の
で
あ
る
。
刊
本
と
し
て
は
寛

文
年
中
刊
行
の
大
形
本
五
冊
で
あ
ら
う
。
師
宣
の
挿
畫
・の
あ
る
も
の
で
、
語
句
も
比
較
的
に
古
體
を
存
し
て
ゐ
る
が
、
何
派
の
正
本
か
分

ら
な
い
。
や
ゝ
後
れ
て
之
を
再
板
し
て
中
形
本
に
し
た
も

の
が
あ
る
が
、
大
い
に
番
數
を
減
じ
て
ゐ
る
。
次
が
所
謂
元
祿
板
横
本
十
五
冊

で
あ
る
が
、
是
も
何
流
の
用
本
と
も
判
じ
難
い
。
大
藏
・鷺
・和
泉
の
三
派
の
演
ず
る
狂
言
の
筋
を
簡
潔
に
敍
し
た

一
種
の
讀
み
本
だ
ら
う

と
い
ふ
。
或
は
そ
ん
な
こ
と
で
あ
ら
う
。
當
時
は
所
演
の
ま
ゝ
の
詞
章
本
を
刊
行
す
る
に
は
故
障
が
出
た
こ
と
は
考

へ
ら
れ
る
。
歌
舞
伎

噂



油

言
本
に
し
て
も
多
く
ば
筋
書
本
で
、
足
ら
ぬ
處
は
挿
繪
で
補
ぴ
、見
物
の
請
け
た
謠
ひ
物
や
臺
詞
で
、
所
演
の
通
り
に
示
し
た
も
の
は
、

　

特
に
其
の
由
を
斷

つ
て
あ
る
.の
で
あ
る
。
狂
言
の
元
祿
板
が
殆
ど
各
番
に
挿
繪
を
入
れ
て
あ
る
の
も
、
補
説

σ
意

で
あ
る
の
で
あ
ら
う
。

　

次
は
享
保
の
孕
紙
本
五
冊
で
あ
る
が
、
是
も
實
演
本
で
は
無
い
。
實
演
本
は
大
藏
に
も
鷺
に
も
和
泉
流
に
も
あ
つ
た
。
而
し
て
古
骼
新
燈

　

さ
ま
ん
＼

で
あ
る
や
う
だ
が
、
あ
れ
は
整
理
の
際
修
正
さ
れ
た
結
果
で
、
修
正
も
度

汝
あ
つ
た
こ
と
を
語
る
も
の
で
あ
ら
う
。
最
も
完
成

　
・
に
近

い
も

の
は
和
泉
流
の
狂
言
六
義
で
、
同
流
所
用
の
二
百
十
番
に
、
少
し
心
得
の
あ
る
者
な
ら
、
演
出
出
來
る
や
う
に
小
書
が
附
け
て

　

あ
つ
て
、
服
裝
作
り
物
等
迄
が
示
し
て
あ
る
。
是
が
元
祿
板
と
は
詞
章
が
大
い
に
相
違
し
て
ゐ
る
の
で
あ
る
。

ρ

五
・

狂

言

の
寧
流

派

　

狂
言
に
は
大
藏
・鷺
・和
泉
の
三
流
派
が
あ
つ
て
、
大
藏
が
最
も
古
く
、
和
泉
は
新
し
く
、
鷺
は
此
の
中
間
に
立

つ
も
の
で
あ
る
。
而
し

て
今
遺
存
す
る
は
大
藏

・
和
泉
の
二
流
だ
け
で
、
鷺
は
明
治
の
初
年
に
絶
え
た
。

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
ひ
　え

　

大
藏
流
に
屡
す
る
山
本
家

の
系
譜
に
ょ
れ
ば
、
、初
代
は
玄
惠
法
師
、
二
代
目
は
日
吉
彌
兵
衛
で
、
近
江
坂
本
の
佳
人
で
あ

つ
た
。
三
代

四
代
五
代
六
代
七
代
共
に
日
吉
を
姓
と
し
、
六
代

の
時
か
ら
金
春
座

へ
出
勤
し
て
奈
良
に
佳
ん
だ
と
し
て
あ
る
。

こ
れ
に
よ
れ
ば
、
近
江

猿
樂
系
統
で
あ

つ
た
と
考
ふ
べ
き
で
あ
ら
う
。
八
代
目
は
郎
ち
金
春
四
郎
次
郎
で
、
金
春
禪
竹
の
末
子
で
あ
る
。

八
代
目
の
嗣
子
彌
太
郎

-は
若
年
で
あ

つ
た
の
で
、
門
人
の
金
春
萬
五
郎
超
運
が

一
時
相
續
し
た
。
萬
五
郎
は
金
春
源
七
郎
の
弟
で
幽
此

の
時
か
ら
秦
氏
に
な
つ
た

の
で
あ
る
。

　
　
　
狂

言

概
,
譫
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'
　

　

、
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一
四

　

彌
太
郎
は
長
じ
て
九
代
目
と
な
つ
た
。
山
城
の
宇
治
に
住
ん
だ
の
で
、
姓
を
宇
治
と
稱

へ
た
が
、
後
に
金
春
座

へ
勤
め
て
、
姓
を
大
藏

と
改
め
た
。
大
和
の
多
武
峰
の
八
講
能
の
時
に
太
夫
號
を
許
さ
れ
た
。
狂
言
不
審
紙
に
よ
れ
ば
、
是
は
大
永
四
年
十

一
月
三
日
の
事
で
、

こ
れ
が
爲
に
此
の
流
だ
け
は
狂
言
の
圭
人
公
を
能
同
樣
に
シ
テ
と
い
ひ
、
他
流
で
は
オ
モ
と
い
ふ
の
で
あ
る
。
又
系
譜
に
ょ
れ
ば
西
郎
次

郎
に
實
子
が
な
く
、
此
の
九
代
目
は
伊
賀
阿
保
の
城
圭
島
岡
彈
正
の

一
子
で
あ

つ
た
と
い
ふ
。
此
の
人
の
子
が
十
代
目
で
、
初
め
は
金
春

彌
太
郎
と
稱

へ
・
將
軍
に
觀
世
座
の
座
附
を
命
ぜ
ら
れ
た
が
、
後
金
春
座

へ
賺
つ
て
大
藏
彌
右
衛
門
と
稱

へ
た
。
爾
來
大
藏
彌
右
衛
門
を

通
り
名
と
し
て
信
長
や
秀
吉
の
扶
持
を
受
け
家
康
や
家
光
か
ら
も
目
を
か
け
ら
れ
た
。
而
し
て
十
三
代
の
虎
明
と
十
五
代

の
虎
縁
と
が
傑

出
し
て
ゐ
た
。
明
治
維
新
は
二
十
二
代
の
虎
年
の
時
で
あ
る
。

　

大
藏
流
は
彌
右
衛
門
家
の
他
に
八
右
衞
門
家
が
あ
り
、
門
人
筋
か
ら
は
茂
山

・
山
本
の
二
家
を
出
し
た
。
八
右
衛
門
家
は
十
三
代
虎
明

ヤ
の
弟
清
虎
に
起

つ
た
も
の
で
あ
る
。
清
虎
は
寛
文
十
二
年
八
月
五
日
に
、
享
年
五
十
三
で
、
京
都
で
歿
し
た
。
分
家
し
た
時
代
も
明
か
で

な
く
、咽常
佳
の
地
は
奈
良
で
あ
つ
た
。

爾
來
八
右
衞
門
を
通
り
名
と
し
て

八
代
目
が
元
治
元
年
に
歿
し
て
後
、

間
も
な
く

廢
家
と
な
つ

た
。
博
文
館
で
、幸
田
露
拌
博
士
の
校
訂
で
出
し
た
横
本
活
版
本
三
冊
本
の
狂
言
記
の
細
字
の
部
分
は
此
の
八
右
衞
門
家
の
所
傳
で
あ
る
。

現
時
の
家
元
山
本
東
次
郎
氏
の
話
で
は
、
山
本
家
の
傳
本
も
、
凡
そ
あ
れ
と
異
る
所
が
な
い
と
い
ふ
。

　

茂
山
家
は
三
州
岡
崎
の
本
多
彖
に
仕

へ
て
ゐ
た
大
藏
流
の
狂
言
師
で
あ
つ
た
と
い
ふ
が
、
七
代
目
迄
の
事
蹟
は
明
か
で
な
い
。
八
代
目

の
久
藏
英
政
は
も
と
禁
裡

の
御
鏡
師
で
あ

つ
た
が
、
大
藏
流
を
習
つ
て
茂
山
家
を
相
續
し
、
文
化
四
年
六
月
二
十

六
日
に
行
年
八
十
二
歳

で
歿
し
た
。
先
づ
此
の
人
の
時
か
ら
し
て
世
に
知
ら
れ
た
の
で
あ
ら
う
。
九
代
目
は
傑
出
し
た
人
で
、
井
伊
直
弼

に
召
出
さ
れ
て
彦
根
藩

●

)
∴

、
携
。、

　

∴
曳
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と
た
り
、
萌

治
十
九
年
に
七
十
七
.歳
で
歿
し
允
。
十
代
.が
帥
ち
千
左
郎
正
重
で
あ
る
。

　
山
本
家
は
近
江
源
氏
の
末
葉
で
、
淺
井
郡
の
山
本
村
に
佳
ん
で
ゐ
た
の
で
、
山
本
を
姓
に
し
た
と
系
譜
に
あ
る
。
初
代
か
ら
二
十
代
迄

は
藝
道
の
人
で
な
く
、
二
十

一
代
の
東
次
郎
正
方
の
時
か
ら
狂
言
の
家
と
な
つ
た
の
で
あ

つ
て
、
此
の
人
は
嘉
永
元
年
に
歿
し
た
。
-享
年

未
詳
。
二
十
三
代
は
大
正
四
年
の
御
帥
位
能
に
三
番
叟
を
勤
め
た
人
で
、
昭
和
十

一
年
か
に
歿
し
、
現
在
は
二
十
四
代
で
、
東
次
郎
が
代

代
の
通
り
名
で
あ
る
。

　

鷺
流
の
こ
と
は
明
か
で
な
い
。
家
系
に
よ
れ
ば
觀
世
路
阿
彌
を
祗
先
だ
と
し
て
あ
る
が
、
此
の
人
の
傅
記
も
時
代
も
明
か
で
な
い
。
二

.
代
目
を
三
郎
四
郎
と
い
ひ
、
三
代
目
が
三
之
丞
で
、
四
代
目
が
仁
右
衛
門
で
あ
つ
た
。
此
の
人
が
慶
長
十
九
年

に
家
康

の
命
を
受
け
て
觀

世
座
附
と
な
つ
旋
。
爾
來
此
の
家
は
仁
右
衛
門
を
通
り
名
と
し
た
。
慶
安
四
年
に
大
藏
虎
明
が
記
し
留
め
た
昔
物
語
に

「鷺
は
本
名
、
字

長
命
な
り
、
今
の
長
婁

郎
太
夫
は
墾

離

玳

の
子
方
に
な
り
て
各
字
を
も
ら
ふ
。
讐

い
へ
ば
仁
右
衞
門
の
禦

難

國
嘗

と
い

ふ
在
所
に
佳
し
、
生
れ
付
首
長
く
し
て
水
邊
に
住
む
ほ
ど
に
と
て
異
名
に
付
し
名
な
り
。
仁
右
衞
門
親
は
下
手

に
て
、
若
く
て
親
に
は
な

れ
し
を
三
之
丞
獲

取
立
て
と

と
、
近
き
頃
迄
人
の
智

と

と
な
り
。
そ
れ
義

が
家
登

と
云
む
は
か
た
は
ら
遂

耄

と
な
り

・と
、
次
郎
太
夫
度
汝
申
さ
れ
し
。
(中
略
)
鷺

の
名
字
四
座
に
な
し
。
是
今
人
の
知
た
る
事
な
れ
ど
も
、
世
へ
だ
た
り
て
知
る
人
あ
ら
じ
。

　
叉
云
鷺
の
笛
狂
言
紳
樂
、
同
か
つ
こ
笹

の
習
と
い
ひ
な
ら
は
せ
ど
も
、
鷺
は
能
に
あ
つ
て
、
狂
言
に
は
舞
な
し
。
然
る
を
仁
右
衞
門
親
鷺

　
舞
を
ま
ひ
し
と
て
、
そ
れ
よ
り
鷺
と
い
ふ
と
知
ら
ぬ
者
は
い
へ
ど
、
さ
に
は
あ
ら
す
。
前
に
い
ふ
ご
と
く
、
さ
や

う
の
と
る
べ
き
人
に
て

　
は
な
し
」
と
。
こ
朮
に
ょ
つ
て
猿
樂
傳
記
に
、　
　
　
　
　

、
凸　
　
　
　
　
　

・

　
　
　

狂
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鷺
の
家
は
本
名
長
命
に
て
、
長
命
權
之
丞
狂
言
の
上
手
也
。
太
閣
の
御
意
に
入
、
九
州
名
古
屋
御
族
館
の
時
、
水
邊
へ
御
出
御
遊
興
の
時
、
權
之
丞
川

　
　
　
へ
飛
入
、
鷺
の
鰌
を
踏
ま
ね
を
し
て
御
覽
に
入
れ
、
是
よ
り
鷺
々
と
召
さ
れ
、
鷺
と
改
め
さ
せ
給
へ
り
L

と
あ
る
も
古
く
よ
り
の
傅
へ
で
あ
る
べ
く
、
叉
慶
安
年
中
に
は
大
藏
を
壓
す
る
程
の
盛
名
あ
る
太
夫
が
あ
つ
て
、
虎
明
を
し
て
あ
ゝ
い
は

し
む
る
に
至
つ
た
こ
と
を
考

へ
な
け
れ
ば
な
ら
ぬ
。
虎
晦
は
舞
に
鷺
と
呼
ぶ
も
の
は
な
い
と
い
ふ
が
、
祗
園
會
に
笠
鷺
鉾
が
あ
つ
て
、
鷺

の
姿
を
し
た
も
の
二
人
が
、
其

の
鉾
の
前
で
舞
ひ
踊
る
處
が
古
圖
に
描
き
出
さ
れ
て
ゐ
る
。
又
古
く
梁
塵
秘
抄
に
海
老
す
く
ひ
舍
人
の
歌

が
あ
り
、
薪
猿
樂
記
に

「
鰕
漉
舍
人
之
足
仕
」
と
あ
る
を
思
ひ
、
又
酒
井
忠
次
が
三
形
原
の
戰
の
前
夜
、
家
康
に
す
ゝ
め
ら
れ
て
士
氣
鼓

舞
の
爲
、
海
老
す
く
ひ
を
舞

つ
元
こ
と
を
思
ふ
と
、
肥
前
の
名
古
屋
表
に
於
て
、
泥
鰌
踏
の
演
ぜ
ら
れ
た
こ
と
も
決
し
て
否
認
し
得
ら
れ

な
い
の
で
あ
る
。
帥
ち
舞

の
方
も
泥
鰌
踏
の
方
も
請
入
れ
ら
れ
さ
う
で
あ
る
。
磯
島
の
地
は
今
の
何
處
か
明
で
な

い
。
故
池
内
信
嘉
翕
は

.
「今
祚
戸
市
に
、
磯
邊
通
・磯
上
通
・磯
之
町
が
あ
り
、
武
庫
川
南
岸
に
伊
子
志
村
が
あ
る
。
此
等
の
中
で
あ
ら
う
」
・
と
い
つ
た
。　
首
の
長

か
つ
た
が
爲
に
と
い
ふ
よ
り
は
藝
の
上
か
ら
名
づ
け
ら
れ
た
と
見
た
い
の
で
あ
る
。

江
戸
幕
府
の
保
護
の
下
に

大
藏
は
金
春
座
に
附
疉

し
、
こ
れ
は
觀
世
座
に
附
鵬
し
た
が
、
觀
世
の
羽
振
が
よ
く
、
自
然
鷺
も
用
び
ら
れ
た
の
で
、
大
藏
家
か
ら
羨
ま
れ
た
結
果
が
、
ψ虎

明
の

昔
物
語
と
な

つ
た
の
で
は
な
い
か
と
思
ふ
。

　

和
泉
流
は
系
譜
に
近
江
の
滋
賀
郡
坂
本
の
紳
職
山
中
岱
樂
軒
に
起
る
と
あ
る
。
叉
神
道
に
も
歌
道
に
も
通
じ
、
殊
に
狂
言
の
道
に
達
し

て
、
自
身
の
述
作
も
あ

つ
た
。
本
姓
は
佐
々
木
だ
と
あ
る
。
二
世
は
甥
の
元
幸

(幼
名
和
泉
、
晩
年

一
葉
軒
)
が
つ
ぎ
、
三
代
元
純
は
、

一
葉

軒
の
甥
で
鳥
飼
氏
で
あ

つ
た
が
早
世
し
て
、
實
子
の
五
郎
左
衞
門
元
光
が
家
を

つ
い
だ
。
さ
う
し
て
姓
を
山
脇
と
改
め
た
。
叔
父
の
姓

が

嶺

σ

裟
L
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を
貰
ひ
萬
治
二
年
に
歿
し
た
。
其
の
あ
と
は
甥
の
元
永
が
綾
ぐ
筈
で
あ
つ
た
が
、

元
信
(幼
名
吉
三
郎
、
叉
源
助
)
が
嗣

い
だ
。

そ
れ
が
此
の
家
の
通
り
名
と
な
つ
た
。

人
は
山
脇
か
ら
い
へ
ば
四
代
目
に
な
る
。

た
。
元
貞
は
本
居
宣
長
に
學
ん
だ
人
で
、

だ
と
も
い
ふ
。

明
治
十
四
年
の
こ
と
で
、

た
。
し
か
し
な
が
ら
藝
は
野
村

・
藤
江
二
氏
に
よ
つ
て
繼
承
せ
ら
れ
て
ゐ
る
。
要
約
す
鞠

和
泉
流
は
や
は
り
日
吉
猿
樂
に
從
事
し
た

　
　
　
　
　
　
　
　
と
り
わ
ひ

も
の
だ
が
、
攝
津
の
鳥
養
猿
樂

の
者
に
よ
つ
て
繼
承
さ
れ
、
尾
張
侯
に
仕

へ
て
傳
統
を
明
治
維
新
後
迄
維
持
し
た
と
い
ふ
こ
と
た
な

,る
。

-で
■あ
ス
ィ
た
の
で
あ
る
。
-元
光
■は
、日
吉
の
超
運
に
學
ん
で
、

武
ゴ悪
の
面
を
授
け
ら
れ
た
。

世
に
小
豆
餅
と
呼
ば
れ
た

名
高
い
作
で
あ

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

!

元
光

の
あ
と
は
實
子
の
元
宜
が
嗣
い
だ
。
京
都
に
住
ん
で
ゐ
た
が
、
慶
長
十
九
年
に
尾
張
の
徳
川
義
直
に
召
出
さ
れ
て
{
切
米
百
石

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

正
保
二
年
に
夭
折
し
た
の
で
、
鳥
飼
吉
左
衞
門
の
次
男

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

此
の
人
の
時
に
、
三
代
目
の
元
純
以
來
の
通
り
名
五
郎
左
衞
門
を
改
め
て
和
泉
と
な
し
、
爾
來

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
元
信
の
子
元
知

(和
)
が
元
祿
九
年
に
尾
張

へ
移
つ
て
か
ら
は
、
永
く
こ
ゝ
に
佳
み
つ
い
た
。
此
の

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

次
の
五
代
の
元
喬
は
實
子
、

六
代
の
元
貞
は

木
全
藤
左
衞
門
の

三
男
が
養
は
れ
た
の
で
あ

つ

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
狂
言
の
丈
辭
を
改
め
て
所
謂
雲
形
本
を
作
つ
た
。
歿
し
た
の
は
文
化
の
十
二
年
だ
と
も
十
三
年

　
　
　
　
七
代
は
養
子
で
元
業
、
八
代
は
元
賀
で
明
治
九
年
に
歿
し
、
九
代
は
元
清
で
、
此
の
人
の
時
に
東
京
に
移
佳
し
た
。
是
は

　
　
　
　
　
　
　
　
同
四
十
四
年
に
歿
し
た
。
十
代
は
實
子
の
元
照
が
つ
い
だ
が
、
太
正
五
年
に
早
世
し
て
山
脇
和
泉
の
名
は
絶
え

六
　
狂
言
の
番
組
と
類
別

　
觀
能
に
全
日
を
費
す
と
い
ふ
は
餘
程
財
に
惠
ま
れ
た
人
か
、
現
時
の
活
動
生
活
と
は
さ
う
關
係
を
有
た
な
い
入
の
す
る
こ
と
で
あ
る
。

能
が
祭
祀

の
餘
興
に
、

そ
こ
ζ
ゝ
で

演
ぜ
ら
れ
た
や
う
な

民
俗
藝
を
去
る
こ
と
の
遠
か
ら
ぬ
時
代
に
は
、
能
も
容
易
く
民
衆
に
滿
足
を

　
　
　
　
　

.

狂
　
言
　
概
　
設

し

∴
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驪

溝
磯
鳩
嘱

,、瑳
劉
、

難

β
　

　

r

,騰

∵

サ

パ
タ
マ　
　
　

へ

潔
鱒

'

贊
メ
　

　

{

韈

β

.

鐙
岡

'

蕉

　
　
ザ

脚轡響欝

一
・

難

＼

,',

響

、♂

響礎
・

羅
鎖鞭

一
彎
ご

芦

丶

"

み

{

・
・

適

、
弓

悔
調

,き

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

丶

　
し　ノ

甼
　
　
.狂

言

、漑

説

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
昌
八
　

　
　
　
　
　
　
　
　
　
.

與

へ
得
た
で
あ
ら
う
が
、勸
進
能
な
ど
は
別
に
何
麦
の
費
用
を
見
物
料
川が
ら
拈
出
し
よ
う
と

い
ふ
目
的
を
有
し
て
ゐ
て
、見
物
料
ぱ
決
し
℃

安

い
も
り
で
は
な
か

つ
た
。
能
の
大
成
期
で
も
豊
臣
徳
川
兩
氏
時
代
の
喜
の
能
に
し
て
も
宜
顧

の
費
用
を
要
し
た
も
の
で
、
此
の
時
代

¢

勸
進
能

の
見
料
は
決
し
て
安

い
も
の
で
は
な
か
つ
た
。
從
つ
て
全
日
を
費
す
や
う
な
觀
覽
興
ハ行
物
は
餘
程
惠
ま
れ
た
地
位
に
立
つ
者
で
な

け
れ
ば
耳
目
を
樂
し
ま
せ
得
た
も
の
で
な
い
。
時
間
と
經
濟
、
此
の
點
か
ら
し
て
映
鬣
が
喜
ば
れ
る
道
理
で
、
見

物
す
る
に
も
歉
養
を
經

る
を
要
す
る
舞
踊
舊
劇

の
類
が
、
漸
襄

の

一
路
を
辿
る
べ
き

ζ
と
が
考

へ
ら
れ
る
。
加
ふ
る
に
其
の
内
容
が
時
代
精
淋
と
接
鱗
し
叛
い
め

で
は
存
立
の
價
値
を
有
し
な
い
こ
と
は
言
を
俟
た
な
い
の
で
あ
る
。
け
れ
ど
も
叉
傅
統
の
有
す
る
力
は
驚
く
べ

き
亀
め
で
、
生
活
様
式
め

一
變
し
て
時
間

の
經
濟
が
第

一
に
考
慮

せ
ら
れ
る
現
代
に
あ

つ
て
は
、
全
能
二
番
に
狂
言

r
番
仕
舞
二
ご
}番
と

い
つ
た
番
組
も
編
域
せ
ぢ

れ
て
、
そ
れ
が
却

つ
て
喜
ば
れ
る
や
う
に
な

つ
て
來
た
。
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
・　
　
　
　
　

b

　

番
組
も
能
が
短
時
間
に
演
ぜ
ら
れ
た
徳
川
幕
府
以
前
は
、

一
日
に
十
幾
番
も
演
ぜ
ら
れ
た
。
そ
れ
が
武
家
の
式
樂
と
汝
り
、
贅

澤
た
觀

覽
物
と
な
る
に
及
ん
で
所
演
時
間
が
延
長
し
て
能

六
番
が
主
式
と
せ
ら
れ
だ
。
而
し
て
第
六
番
に
出
る
靦
言
能
は
ほ
ん
の
形
ば
か
り
で
、

い
び
譯
ば
か
り
に
謠
の
文
句
を

一
寸
謠

ふ
だ
け
に
な
つ
た
。
此
の
時
代
の
狂
言
は
如
何
に
。
狂
言
は
能
と
能
と

の
間
に
挾
ま
れ

て
、
能
が

六
番
な
ら
狂
言
が
五
番
、
能
が
五
番
な
ら
四
番
と
い
ふ
の
が
定
法
で
あ
つ
た
。
見
物
人

の
精
榊
轉
換
か
ら
い
つ
て
、
是
は
賢
明
た
方
法
で

あ
つ
た
の
で
あ
る
。
今
能

の
大
成
期
に
近
い
、
彼
の
寛
正
五
年
四
月
の
勸
進
能
に
於
け
る
番
組
に
就
い
て
狂
言
を
説
明
す
る
で
あ
ら
う
。

第
二

日
の
能
七
番
に
樹
し
て
狂
言
は

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

融

　
　

三
ノ
丸
曇

サ
ル
ビ
キ

カ
ク
レ
ミ
ノ
霧

獅
奏

ハ
チ
ぞ

キ

讐

兎
.
八
幡
之
前
兎

一
晦
/

」爾識
亮

幅
桝

乂＼

も
刀

、



灘
淋
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欄
寄

讐鞭
"増

凹
劉

櫛

酎

、
漕
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ー

.驚

　

　
㌧

簿

いへ
∴

ド
丿.、

轡

.粍
ー

攤

莞

.
贓攤

W

唾

㍉

騨
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鑼
钁

購

し
、,
'、

鰹

↓
.
一

鰍竃

喧

灣

諮

、
臼

糶
崗

,醗
糖ヤ

.新
砂
熱
繁
滑
菰

一
-

'

馴
-

O

匸,r

ー

　
}穴
番
が
演
ぜ
ら
れ
「た
②
翫
紅
今
σ
狂
言
名
寄
中
に
は
見
え
ぬ
曲
名
で
あ
る
。
試
に
其
の
解
論
を
下
し
て
見
る
で
あ
ら
う
σ
嘗
て
池
内
信

嘉
翕
に
計

つ
た
が
・
翁
は
三
ノ
丸
長
者
は
三
人
長
者
で
は
あ
る
ま
い
か
。
そ
れ
な
ら
和
泉
流
に
あ
る
。
三
大
名

が
各
系
鬪
爭
を
し
た
後
に

相
舞
を
す
る
も
の
で
あ
る
と
の
こ
と
。
さ
ら
ば
和
解
物
で
宀
狂
言
の
最
初
に
出
し
て
も
よ
さ
さ
う
な
物
で
あ
る
。
サ
ル
ビ
キ
は
靱
猿
た
る

こ
と
は
疑
を
容
れ
ま
い
。
カ
ク

ソ
ミ
ノ
は

一
に
カ
ク

レ
ガ
サ
と
も
い
ふ
。
今
寶

の
槌
と
呼
ぶ
も
の
に
相
違
無
い

。
ハ
チ
タ
・
キ
は
ふ
く
べ

の
禪
、
懷
中
は
懷
申
培
の
こ
と
だ
ら
う
と
い
ふ
。
入
幡
之
前
は
八
幡
前
と
も
い
ふ
。
次
に
第
二
日
め
能
七
番
に
對
し
て
は

　
　

ヒ
ゲ
カ
イ
ダ
テ
　
蚊
兎
イ
　
大
力
小
力
兎
　
鬼
ノ

マ
メ
　
,イ
モ
ジ
　
ギ
シ
ヤ
ク

の
六
番
で
演
ぜ
ら
れ
た
。

ヒ
ゲ
カ
イ
ダ
テ
の
ヒ
ゲ
ヤ
グ
ラ
で
あ
る
こ
と
は
論
明
が
入
る
ま
い
。
蚊
は
蚊
角
力
で
あ
ら
う
。
鬼
ノ
マ
メ
ば
分

ら
な

い
が
、
蚊
は
蚊
相
撲

の
こ
と
で
あ
ら
う
。
大
力
小
力

・
鬼
ノ
マ
メ
は
不
明
、
イ
モ
ジ
は
伊
文
字
か
、
ギ
シ
ヤ
ク
ハ
今
の
磁
石
。
又
第

.

-p三
日
は
能
十
二
番
の
間
に

　
　

三
本
柱
　

コ
ヨ
ミ
兎
　
・ア
・サ
イ
ナ
　
茶
カ
ギ
ザ
ト
ウ
　

ハ
ラ
ツ
ご
、丶　
若
メ
　
入
間
川
替
　
見

ル
ム
コ
　

カ
ラ
カ
サ
ノ
シ
ュ
ウ
ク
兎

　
　

ワ
ラ
ウ
チ
　
、餅
ク
イ
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

　
　
　
　

,

　
の
十

一番
冖が
演
ぜ
ら
れ
だ
。
三
本
柱

・
朝
比
奈

・茶
…カ
ギ
座
頭

・
入
闇
川
等
は
今
も
其
の
名
で
呼
ば
れ
て
ゐ
る
"
見

ル
ム
ゴ
は

一
本
に
チ

キ
ム
コ
ど
あ
る
。
塙
舅

の
狂
言
は
數
が
多

い
の
で
.、
ど
れ
に
當
る
か
急
に
定
め
ら
れ
さ
う
も
無
い
。
暦
・は
不
明
、
若
メ
も
同
樣
、
傘
の
秀

.

句
は
秀
句
傘
、丶藁
打
は
縄
な
び

の
こ
と
、
餅
く
ぴ
は
業
不
餅
の
こ
と
で
も
あ
ら
う
か
。
兎
太
夫
の
こ
と
は
異
本

に
三
郎
太
夫
と
あ
つ
て
、　
　
　
　
慢

鷺

の
初
代
ま
た
は
二
代
目
の
こ
と
か
。
外
題
替
は
狂
言
に
多
く
、
三
派
の
間
で
も
、
是
が
尠
か
ら
す
あ
れ
ば
、
同
好

の
士
に
は
此
の
寛
正

　
　
　
、狂

.冒

、概

.説
　
　
　
　
　
　ー
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糟
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鑼
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縄
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攣

广
鞠
隊'
》

響

丶

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
ノ

　
　
　
　
　
・　
　
　
　
.　
　
　
'　
　
　
　
　
・　
　
　
　
　

/
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
.　
　
　
　
　

'　
　

津　
　
　
　
　
-

　
　

狂
　
言
　
概
　
詭
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　・　
　
　
　
　
・　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

二
〇

狂
言
に
は
是
非
と
も
御
異
見

の
發
表
が
願
ぴ
だ
い
。
　
　
　
　
　
　
　
　
　

・

　
江
戸
時
代
に
入
つ
て
は
、
、
能
六
番
が
定
式
に
な
り
、

狂
言
は
自
ら
五
番
と
定
ま
つ
た
。

大
藏
流
に
あ
つ
て
は

最
初
に
出
す
祝
言
物
を

「
脇
狂
言
」
'と
稱

へ
、
次
に
出
す
を

「
二
番
目
狂
言
」
と
い
ぴ
、
次
を

コ
ニ
番
目
狂
言
L
と
い
ひ
、
次
を
コ
ニ
番
目
よ
り
末
の
狂
言
L
等
に

類
別
し
て
演
す
る
こ
と
に
な
り
、
(舊
正
録
)
四
季
に
よ
つ
て
選
擇
を
異
に
す
る
こ
と
と
な
つ
た
。
又
そ
れ
＼等
の
土

に
位
の
高
下
を
も
考
慮

し
て
、
其
の
上
か
ら

　
　
脇
狂
曽口
　
二
悉
閂目
狂
膏口脇
ニ
モ
用
フ
　
…難
肥狂
曇口

の
三
に
分
ち
、.
特
に
花
子

・
釣
狐
を
重
ん
じ
て
召
物
ど
し
て
、
三
番
目
に
演
す
る
を
規
式
と
し
松
楪

・
財
寶
(塞
翕
)
の
二
つ
を
珍
敷
狂
言
L

と
稱
し
て
、
脇
狂
言
に
も
用
ぴ
た
。
(大
藏
彌
太
郎
書
上
)

　
此
の
三
區
分
は
鷺
和
泉
の
二
流
に
竜
行
は
れ
て
、
習
物
だ
け
は
必
す
し
も
同

一
で
な
か
つ
た
。
我
等
が
狂
晋
劇
に
饗
し
て
概
觀
を
爲
す

に
當

つ
て
は
、

習
物
の
異
同
等
は
婁
う
重
要
な
事
項
に
屡
す
る
の
で
は
な
い
。

却

つ
て
詩
材
を
主
に
し
た
類
別
に
注
意
す
べ
き
で
あ
ら

う
。
大
藏
流
に
あ
つ
て
は
其

の
百
七
+
餘
曲
に
樹
し
て
、
次
の
如
く
七
別
し
て
ゐ
る
。

　
　
　
　
　
大
藏
流
狂
言
名
寄

　
脇

狂
　
言

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
ま
つ
響
り
は
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

、

　
　
寶
の
槌

鎧

大
黒
蓮
歌

牛
馬

蛭
子
大
黒

松
脂

筑
紫
奥

雁
雁
金

松

楪

夫
廣
が
り

目
近

痲
生

三
本
ノ
柱

幅
ノ
神

鍋
八
撥

　
　
せん
じも
の

　
　

煎
物
　
編
部
ノ
紳
　
栗
隈
紳
明
　
財
寶
　
佐
渡
狐
　
唐
相
撲
　
毘
沙
門
(連
歌
)

　

大
名
狂

言

毒

」
丶



弾
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響
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.
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∴
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野
り
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磐
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ψ
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ど
よヰえ
げ
　　ア
げ

耀
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欝

、

轡
必

飛

ツ
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7

ば
う
ぐ
鬱

　

　

　
-
-
　

　

-～

に
に
ん
だ
い
み
や
一つ

　
鼻
坂
相
撲
　
蚊
相
撲
　
雁
礫
「
■墨
塗
丁
鬼
瓦
　
萩
大
名
、
交
藏
暴

茫
々
頭
　
昆
布
賣
　
文
相
撲
　
二
千
石
　
二
人
大
名
　
難
猫
　
粟
田
口

,入
間
川

今
參
り
　
秀
句
傘
　
靱
猿
　
武
惡
　
　
　
　
　
　̀

小
名
狂

言

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

し
びり
　　
　
　　
　
　　
　
　　
　
　　
　
　　
　
　
　　
　
　　
　
　
　な
はな
ひ

　
居
杭
　
舟
船
　
花
諍
　
成
上
り

.　

鞍
馬
參
り
　
千
鳥
　
棒
縛
り
　
附
子
　
痿
痢
　
太
刀
奪
　
眞
奪
　
呼
聲
　
止
動
方
角
　
繩
綯
　
狐
塚

寢
音
曲

　
交
荷

鐘
ノ
音
　
塞
腕

鱸
庖
丁
　
素
襖
落

米
市
　
栗
燒
　
木
六
駄
　
狐
塚
緬
唄

聟

・
女
狂
言

　
岡
太
夫
　
水
掛
聟
　
難
聟
　
因
幡
堂
　
伊
文
字
　
般
渡
聟
　
伯
母
ケ
酒
　
右
近
左
近
　
河
原
太
郎
　
二
九
十
八
　
八
幡
前
　
二
人
袴
　
髄
太
郎
　
鎌
腹

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
み
かづき

　
釣
針
　
髭
櫓
　
蛭
子
毘
沙
門
　
吃
り
　
鏡
男
　
子
盜
人
　
千
切
木
　
石
紳
　
吹
取
　
業
平
餅
　
貰
聟
　
塗
師
　
箕
被
　
法
師
力
母

鬼
㌧・
山
伏
狂
言
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
ノ

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

せ
い
らい

　
濡
水
　
神
鳴
　
蟹
山
伏
　
梯
山
伏
　
梟
　
腰
所
　
菌
　
首
引
　
鬼
繼
子
　
拔
穀
　
政
頼
　
鬮
罪
人
　
禰
宜
山
伏
　
蝸
牛
　
朝
比
奈
　
八
尾
　
節
分

.

出
家
艦
座
頭
狂
言

　
　
　
　
　
　
　
　
　
ろ
れん　
　
　
　
　　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　　
　
　
　
　ほね
かは

　
腹
不
立
　
薩
摩
守
　
呂
蓮
　
飛
越
　
佛
師
　
金
津
　
地
藏
舞
　
骨
皮
　
惣
八
　
伯
養
　
不
聞
座
頭
　
軍
喜
　
砧
善

蛸
　
魚
読
經
　
花
折
　
御
茶
ノ
水

　
ど
ふか
つちり

　
丼
　
礑
　
六
地
藏
　
左
近
三
郎
　
鞠
座
頭
　
若
市
　
宗
論

名
取
川
　
無
布
施
經
　
悪
坊
　
惡
太
郎
　
泣
尼
　
猿
座
頭
　
月
見
座
頭
　
花
盜
人
　
通
圓

　
樂
阿
彌

雜
　
狂
ト
言
　
　
　
、

　
勲
山
　
茶
壺
　
長
光
　
磁
石
　
膏
藥
煉
　
酢
薑
　
舍
弟

G文
山
立
　
以
呂
波
　
土
筆
　
芥
川
(脛
蓄
)　
金
藤
左
衛
門
　
三
人
片
輪
　
胸
突
　
鳴
子
遣
子

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
こ
のみ
あら
そ
ひ

　
仁
王
　
瓜
盜
人
　
蓮
歌
盜
人
　
八
句
蓮
歌
　
横
座
　
老
武
者
　
菓
　
　
爭
　
蜘
盗
人
　
比
丘
貞
　
菴
梅
　
枕
物
狂
　
狸
腹
鼓
　
花
子
　
釣
狐

(以
上
一

　
百
七
十
五
曲
)

、　

狂
　
言
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詭
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酸
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・怫簸

黛
甕
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例
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儺
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饗

一

欝

.

騨
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賜饗
ゾ

鞭
初

響

∵

鞍

丶
=

響
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饗
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轡

.

羅

丶

　

霊

・

糠

一

鄲
∵
,
、

鑽　
邏讐

β
∴

語

狂
。
言

概

説

～

二
千
石
　
文
藏
　
鱸
庖
丁
　
朝
比
奈
　
那
須
　
(以
上
仕
形
有
)

鎧
　
松
　
丁
固
　
大
黒
　
牛
　
馬
　
羅
　
雁
金
　
横
座

.鷹
　
枕
物
狂

小
　
　
　
舞

　
雁
雁
金
　
餅
漕
　
三
人
夫
　
松
楪
　
土
車
　
雪
山
　
泰
山
府
君
　
道
明
寺

　
明
星
　
盃
　
桑
の
弓
　
府
申

住
吉
　
柴
垣
　
い
た
い
け
し
た
る
物

窮

、
窮

覧
κ
螺

,
、
㍉

。
い
.

.

誤

㌦

,

二
、二

ワ
∵

臭
　
,

海
人

鵜
飼

景
清

放
下
僭

七
ッ
成
子

宇
治
の
晒

十
七
八
　
曉

,(茂

山
恵

三
郎
書

上
Ψ

現
山
本
東
次
郎
氏
の
話
で
は
、

右
は
寛
政
の
書
上
げ
ら
し
い
と
の
こ
と
で
あ
る
。

和
泉
流
で
は
著
名
な

狂
言
六
義
に
は
二
百
番
を
盛
つ

て
、
詳
細
に
小
書
を
附
し
て
あ
り
、
書
上
に
は
曲
名
を
二
百
四
十
番
ば
か
り
掲
げ
て
あ
る
。
鷺
流
も
大
差
が
な
い
。
而
し
て
現
在
で
は
大

藏
和
泉
共
た

二
百
番
と
稱
し
て
ゐ
る
。
此
處
ま
で
で
筆
を
擱
込
て
、
詩
材
や
構
造
に
読
明
を
及
さ
な
い
の
は
、
餘
り
に
中
腹
を
忘
れ
て
頭

だ
け
に
力
を
入
れ
た
や
う
で
あ
る
が
、
私
は
叉
汝
匆
忙

の
身
と
な

つ
て
、
稿
を
績
げ
得
な
く
な
つ
た
の
で
あ
る
。
偏

に
宥
恕
を
乞
ふ
ゆ
允

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
喉

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
ふ
ゆ
う

だ
鷺
流
の
こ
と
は
稍
略
記
に
過
ぎ
た
が
、
こ
れ
は
明
治
の
初
年
に
鷺
流
の
服
部
彦
七
が
九
代
目
市
川
團
十
郎
に
狂
言

の
風
流
を
敏
べ
た
と

い
ふ
の
で
、
狂
言
師
仲
間
か
ら
能
舞
臺
に
登
る
こ
と
を
禁
ぜ
ら
れ
た
。
今
人
の
考
で
は
、
そ
ん
な
制
裁
は
爲
し
得
た

の
か
と
疑
ふ
で
あ
ら

う
が
、
江
戸
幕
府
が
室
町
幕
府
以
上
に
保
護
を
加

へ
て
能
五
流
の
家
元
に
は
祿
を
與

へ
て
ゐ
た
結
果
、
能
師
も
狂
言
師
も
三
絃
樂
に
よ
る

踊

一
切
を
俗
舞
と
し
て
卑
野
な
も

の
で
あ
る
と
見
降
し
、

歌
舞
伎
役
者
ら
は

詞
を
交

へ
て
も
身

の
汚

れ
に
な
る
と
考

へ
て
ゐ
た
の
で
あ

る
。
こ
れ
が
明
治
に
入
つ
て
も
相
賞
に
守
ら
れ
て
ゐ
た
の
で
、
.
こ
ん
な
制
裁
が
行
は
れ
た
の
で
あ
る
。
元
來
徳
川
幕
府
の
瓦
解
と
共
に
、

,

＼

ノ

σ　

ド

ノ

い



ぬ
ぶ

も

　
ヘ　

レ

響
鞠

騨
影
鎖

　
　
　
掃鱗

熱
讃

　

、瓢が
+
薪
嶂
ら
れ
て
、
能
■や
狂
言
ぽ
U
一
切
,解
放
ぜ
ら
れ
た
の
で
あ
つ
・て
、
明
治
の
十
幾
年
と
い
ふ
頃
か
ら
は
、
能
か
ら
鉢
木
・望
月
・土

蜘
蛛

・
茨
木

・
紅
葉
狩
の
類
が
綾
々
歌
舞
伎
に
取
入
れ
ら
れ
、
狂
言
か
ら
は
歌
舞
伎
新
十
八
番
の

一
と
稱
せ
ら
れ

る
釣
狐
を
始
と
し
て
、

釣
女

・
瓜
盜
人

・
二
人
袴

・
素
襖
落

・
武
悪

・
墨
塗

・
花
子
等
祕
曲
扱
に
さ
れ
た
も
の
が
、
些
少
の
歌
舞
伎
化
の
、下
に
、
何

の
遠
慮
も
無

く
演
じ
出
さ
れ
た
。
而
し
て
其
の
何
れ
も
は
歡
迎
せ
ら
れ
た
。
・そ
れ
は
餘
り
に
技
巧
的
に
馳
せ
た
複
雜
な
歌
舞
伎
劇
か
ら
目
を
轉
じ
て
、

素
撲
で
は
あ
る
が
短
時
間
の
中
に
身
振
や
場
面
の
可
笑
味
、
鬢
葉
や
性
格
の
可
笑
味
に
ま
で
觸
れ
し
め
る
處
の
纒

つ
た
物
を
見
得
る
が
爲

で
あ

つ
た
。

　
さ
て
法
令
制
規
は
如
何
に
嚴
重
で
も
、
其

の
裏
を
潜
る
者
が
絶
え
ず
、
能
も
狂
言
も
大
び
ら
に
外
題
か
ら
演
伎
ま
で
を
同

デ
に
し
な
い

限
り
は
取

入
れ
で
も
默
許
さ
れ
た
の
で
、
芝
居
關
係
者
は
之
を
歌
舞
伎
化
し
て
取
入
れ
る
の
に
拔
目
が
無
か
っ
た
。
彼
の
山
姥
物
や
道
成

寺
軌
に
し
て
も
、
石
橋
物
や
隅
田
川
物
に
し
て
も
皆
狂
言
よ
り
は
や
か
ま
し
か
つ
た
能
樂
種
の
竜
の
で
あ
る
。
そ
れ
が
古
べ
か
ら
歌
舞
伎

に
演
ぜ
ら
れ
て
ゐ
る
。
服
部
は
狂
言
に
於
て
最
も
祕
曲
扱
に
さ
れ
る
風
流
を
敏

へ
た
の
で
會
辷
奇
醐
を
買

つ
た
の
で
あ

つ
て
、
廢
藩
置
縣

と
共
に
あ
ん
な
制
裁
の
降
し
や
う
竜
な
く
、
鷺
流
も
他

の
流
と
共
に
び
ろ
く
し
た
の
で
あ
る
が
》
絶
滅
す
る
迄
に
は
至
ら
な
か
つ
た
の
で

あ
ら
う
。
(完
)
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